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　特別養護老人ホームの優先入所の基準として使
われている現在の様式（平成18年1月改定版）が
見直しの時期を迎えています。
　入所調整にあたり、現在の所は大きな支障や問
題は起きていないが、今年の7～9月の入所状況で
も約22％が12点以下という基準が実態に即してい
ない点、基準そのものの意図や点数の付け方が分
りにくい点、申込みに有効期限が無い点、申込み
に伴う区から施設・都や国に対しての同意の記載
が無い点等、不備が出てきている現状がありま
す。
　介護保険課が検討委員会（施設・居宅・区職
員）と作業部会（施設・居宅・包括職員・区職
員）を立上げ、検討委員会に居宅介護支援部会か
ら1名、作業部会には3名選出しています。今後話
し合いを重ねながら、3月を目処に見直しを完了
する予定です。
　施設の数は増えてはいるものの、それでも需要
に追いつかない実情があるので、誰もが納得出来
る基準の見直しが期待されています。
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　10月29日（木）の葛飾区介護サービス事業者協議会
の総会に先立ち、今期の居宅介護支援部会の新役
員の選出を行いました。
今期も、区内で活躍されている皆様と共に学べ、スキ
ルアップを目指して、適時に有益な研修や勉強会が
出来るように努めていきたいと思っています。
今年度も宜しくお願い致します。
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ヘルパーステーション高砂

コミュニケア２４葛飾

～平成21年12月研修会報告～
　12月18日（金）、ウイメンズパル多目的ホールにて、
今年度の居宅介護支援部会の第１回研修会を開催
致しました。
講師に、ナチュラル＆ピースの柳井嘉人先生をお招
きし、「うつ病の利用者・家族との接し方、対応につい
て」学びました。
　病気の種類や病状、病気を引起す要因、実際にう
つ病の方と関わる際に配慮するべき点について、分り
やすく説明していただきました。
具体的な接し方として、その人の人生の歴史に関心
を寄せてその声に耳を傾ける、心に土足で踏込まな
い、安易な受容や共感は慎む事等、病状の回復に
は、本人を取巻く環境作りが大切であるということが挙
げられていました。
最後に少人数のグループに分れ、実際にうつ病の方
とどのように接しているか情報を交換し合いました。
　今回の講義でうつ病とは、すぐに治る病気ではなく
休養が必要で、焦らずに根気強く見守っていく事が大
事であることから、風邪ではなく骨折のようなものという
例えをされていました。
　2月19日（金）にも柳井先生を招いて、実際の事例を
基にグループワーク形式の研修会を予定しておりま
す。詳細決まり次第お知らせ致します。奮ってご参加
ください。

ひなたぼっこ金町
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テルウェル東日本

　10月中旬から、新しいメンバーでの居宅介護支
援部会が始まりました。幹事の募集は随時行って
おりますので、協力してくれる方は、いつでも左
記役員に声を掛けてください。
寒い日が続きますが、風邪などひかずに共に頑
張っていきましょう。（波）

エフ・ティー介護サービス

●主治医との連携シートの見直しについて
　平成18年に介護保険課が主導となり作成された
現在の「介護情報提供書」についても、そろそろ
見直しの時期を迎えています。
　この「介護情報提供書」は、ケースカンファレ
ンスの効率性・継続性を図る為に、ケアマネ
ジャーによる主治医・サービス提供事業者への連
絡書式として作られた様式ですが、あまり浸透し
ていないのが現状です。
　今後、カンファレンス開催の有無にとらわれ
ず、躊躇せずに相互に情報共有・交換が出来るシ
ステムや方法を確立していく必要がある事、利用
者に関わる全ての援助者が同じ目線で支援を継続
していく為に、統一した書式の標準化が重要であ
ると考えられます。
　現在は先日、介護保険課から発信されたアン
ケートを基に、新たな書式についての精査をして
いる状態で、居宅介護支援部会でも検討を進めて
います。
新たな書式の運用の開始等については、追って報
告させていただきます。
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